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京
都
市
に
お
け
る
米
自
小
貰
相
場
に
づ
い
て

第
三
十
一
巻

三
九
二

第
三
貌

京
都
市
，
い
お
げ
る
米
の
小
貫
相
場
に
つ
い
て

谷

口

目
丸
山
三
種
目
土
質
相
場
二
標
準
小
費
相
場
一
品
市
内
小
貰
相
場

:
Z
ハ
市
内
運
搬
費
七
小
費
相
場
白
強
靭
八
小
資
相
場
の
異
岡

回
会
設
小
質
相
場
五
小
費
相
場
白
構
成

丸
小
貫
相
場
の
闘
係

E 劃

一
一
一
掛
恨
の
小
賓
相
場

/¥. 
四彦

今
日
京
都
市
に
行
は
れ
て
ゐ
る
米
の
小
責
相
場
に
は
、
少
〈
さ
も
三
種
の
も
の
を
匝
別
せ
ね
ば
心
ら
ぬ
。
第
一

は
標
準
小
貫
相
場
さ
も
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
京
都
米
穀
商
同
業
組
合
じ
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ
、
組
合
員
た

る
白
米
小
貫
商
じ
封
し
て
示
き
る
k

『
現
金
白
米
小
頁
標
準
直
段
表
』
で
あ
る
。
こ
れ
は
草
な
る
「
標
準
直
段
』
に
す

ぎ
子
、
現
買
に
こ
の
相
場
に
よ
っ
て
行
は
る
、
小
買
取
引
は
一
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
併
し
後
に
詳
論
す
る
が
加

〈
、
決
し
て
全
く
無
意
味
な
小
貰
相
場
で
は
な
い
。

第
二
は
、
市
内
小
貰
相
場
さ
も
い
ふ
ぺ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
市
内
に
散
在
す
る
白
米
小
責
商
が
、
前
記
の
同
業

組
合
か
ら
指
示
さ
れ
る
小
買
値
段
を
標
準
ざ
し
て
、
現
貴
仁
消
費
者
へ
提
供
す
る
貰
債
で
あ
る
。
小
貰
庇
の
異
な

る
に
従
っ
て
、
そ
の
小
貰
債
格
に
は
多
少
の
相
違
が
あ
る
か
ら
、
市
内
小
寅
相
場
は
、
標
準
小
責
相
場
の
車
一
な

る
に
反
し
て
、
多
数
の
小
頁
債
格
の
綜
合
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
こ
れ
ら
多
数
の
小
責
債
格
は
、
何
れ
も
現
賞
に
責

買
さ
る
、
債
格
で
あ
っ
て
、
標
準
小
貰
相
場
の
如
き
名
目
的
の
も
の
で
は
な
い
。
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第
三
は
、
会
設
市
場
相
場
ご
も
い
ム
ペ
き
も
の
で
あ
っ
て
、
京
都
市
に
よ
っ
て
設
げ
ら
る
三
位
設
小
頁
市
場
に

お
い
て
貰
買
さ
る
、
値
段
で
あ
る
。
こ
れ
は
市
の
市
場
謀
に
よ
っ
て
、
命
令
的
に
指
定
さ
る
、
所
の
、
文
字
通
り

の
会
定
相
場
で
あ
る
。
私
設
小
責
市
場
は
、
直
接
に
は
、
こ
の
公
定
相
場
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い

が
、
併
し
賢
際
に
は
、
長
私
小
寅
市
場
を
統
制
す
る
市
場
聯
合
舎
が
あ
っ
て
、
な
る
べ
く
共
通
の
小
貰
相
場
お
耳
、

益
拡
雨
市
場
じ
貫
現
し
よ
う
さ
努
め
っ
、
ゐ
る
か
ら
、
会
設
市
場
相
場
は
大
韓
じ
お
い
て
在
設
市
場
じ
も
行
は
れ

っ
、
あ
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
種
の
小
貰
相
場
の
外
仁
、
な
は
二
三
の
小
責
相
場

k
E別
す
る
ζ

ざ
が
出
来
ゐ
。
そ
の
一
は
澗
察
組

合
の
配
給
慣
格
、
そ
の
ニ
は
百
貨
時
の
小
貫
惜
格
、
ぞ
の
一
一
一
は
産
地
白
米
両
か
ら
直
接
に
、
市
内
の
梢
費
者
じ
配

給
せ
ら
る
、
値
格
こ
れ
で
め
る
。
け
れ
ピ
も
ニ
れ
ら
の
小
寅
形
態
は
、
今
日
じ
・
お
い
て
は
、
ま
r
f
t、
特
殊
の
小

寅
形
態
さ
認
め
ら
一
る
べ
き
扶
態
に
あ
る
か
ら
、
こ
れ
ら
の
小
責
相
場
じ
つ
い
て
は
、
姑
ら
く
俵
の
問
題
ざ
し
、
こ

こ
で
は
専
ら
、
前
の
三
種
の
小
寅
相
場
に
つ
い
て
研
究
す
る
こ
ぢ
、
す
る
G

一一
標
準
小
貫
相
場

京
都
市
内
に
お
い
て
米
穀
商
に
従
来
す
る
も
の
は
、
昭
和
五
年
六
月
末
現
在
じ
お
い
て
、
約
一
千
百
名
営
計
へ

る
。
是
等
の
米
穀
商
は
、
大
正
五
年
二
月
以
来
、
重
要
物
産
同
業
組
合
法
に
よ
っ
て
、
京
都
米
穀
商
同
業
組
合
を

組
織
し
、
そ
の
機
能
の
一
っ
さ
し
て
、
組
合
員
た
る
市
内
小
貰
商
の
擦
る
ぺ
き
標
準
値
段
を
決
定
し
で
接
表
し
つ

つ
あ
る
。
白
米
小
貰
商
の
庖
頭
に
掲
げ
ら
る
、
『
現
金
白
米
小
貰
標
準
直
段
表
』
な
る
も
の
即
も
こ
れ
で
あ
る
。

説

苑

京
都
市
に
お
け
る
米
自
小
東
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
血
管

三
九
三

第
三
競

戸、

五
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苑

京
都
市
に
お
け
る
米
の
小
資
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

三
九
四

第

盟主

八
六

開
業
組
合
は
如
何
に
し
て
、
こ
の
『
標
準
直
段
』
を
決
定
す
る
か
さ
い
ふ
に
、
先
づ
組
合
員
の
中
よ
り
、
組
合
長

の
依
暗
に
よ
る
大
名
の
評
債
委
員
を
設
け
る
。
賞
際
に
お
い
て
評
債
委
員
の
中
に
は
、
玄
米
卸
商
eeah粂
告
す
る

も
の
も
あ
り
、
然
ら
ざ
る
も
の
も
、
正
米
事
情
に
通
暁
せ
る
も
の
、
中
か
ら
依
蝿
苫
れ
て
ゐ
る
。
評
慣
委
員
は
常

に
正
米
相
場
の
麗
動
に
注
意
し
て
、
小
頁
相
場
の
盤
更
.
を
必
要
さ
考
へ
る
場
合
に
は
、
組
合
長
に
申
し
出
で
、
評

償
委
員
の
合
議
に
よ
っ
て
決
定
す
る
。
相
場
麓
更
の
動
議
は
、
評
慣
委
員
よ
ち
出
る
こ
千
」
も
あ
り
、
市
内
小
貰
商

の
要
求
に
よ
っ
て
、
同
業
組
合
か
ら
出
す
こ
さ
も
あ
る
。
米
慣
騰
貴
の
傾
向
の
強
い
さ
き
に
は
、
小
賓
商
は
組
合

に
向
っ
て
、
頻
h
d
じ
標
準
値
段
の
引
上
げ
を
要
求
す
る
も
の
で
あ
る
。

評
償
委
員
の
合
議
は
、
別
に
曾
合
を
催
す
こ
さ
な
く
、
電
話
を
も
っ
て
多
数
決
に
よ
ち
決
定
す
る
。
蓋
し
賓
際

に
お
い
て
、
標
準
値
段
の
盤
更
は
、
多
く
の
場
合
、
一
一
駄
に
つ
き
一
回
に
『
五
所
下
げ
』
ま
た
は
『
王
座
上
げ
』
よ
ち

外
仁
な
〈
、
且
つ
「
下
げ
』
か
『
上
げ
』
か
は
、
そ
の
時
の
正
米
相
場
の
動
き
に
よ
っ
て
、
す
で
に
決
定
き
れ
て
ゐ
ろ

の
で
あ
る
か
ら
、
評
慣
委
員
は
た
Y

、
農
更
に
封
す
る
賛
否
を
表
明
す
れ
ば
足
る
か
ら
で
あ
る
。

げ
れ
J
Y

」
も
評
債
委
員
は
各
自
に
そ
の
時
の
正
米
相
場
に
基
づ
い
て
、
小
寅
相
場
を
算
出
し
、
之
に
よ
っ
て
自
己

の
態
度
を
決
定
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
算
出
の
根
懐
は
、
正
米
相
場
に
倉
敷
、
運
賃
を
加
算
し
、
之
を
抽
両
日
へ
り
を

見
込
ん
だ
研
教
で
割
る
の
方
法
に
よ
る
。
例
へ
ば
昭
和
五
年
六
月
二
十
日
に
麗
更
さ
れ
た
『
小
頁
標
準
直
段
』
は
、

一
等
米
一
好
に
つ
き
二
十
六
銭
五
厘
さ
な
っ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
が
算
出
は
、
失
の
如
く
し
て
行
は
れ
行
ん
も
の
で
あ

る
。
そ
の
前
日
大
月
十
九
日
の
同
格
米
(
山
城
亦
三
等
)
の
正
米
相
場
二
十
九
園
三
十
銭
を
基
礎
ざ
し
、
之
に
購
来

の
値
上
り
を
見
込
ん
で
三
十
回
ご
椴
定
し
、
倉
敷
・
蓮
賃
を
一
斗
五
銭

εし
、
玄
米
一
時
憶
を
精
米
し
て
白
米
五
十
研



ざ
し
、
ニ
れ
に
小
貰
利
得
八
八
?
を
見
込
な
さ
き
は
、
白
米
一
一
昨
の
小
責
標
準
値
段
は
衣
の
如
〈
出
て
〈
る
。

脇

陣

(
日

c
c
+白
)
×
串

叫

剖

，

XHgug-A同協

然
る
に
こ
の
『
標
準
直
段
』
な
る
も
の
は
、
軍
じ
小
責
商
の
塗
照
す
ぺ
き
標
準
を
示
す
に
す
ぎ
や
、
現
買
の
小
貰

取
引
は
、
こ
の
相
場
に
よ
っ
て
行
は
る
、
も
の
で
は
な
い
。
後
に
越
よ
る
が
如
く
、
こ
の
標
準
相
場
は
、
各
種
の

小
頁
相
場
の
中
で
最
も
高
位
に
あ
っ
て
、
市
内
相
場
に
比
し
、
一
割
乃
至
一
割
五
分
の
高
値
に
あ
る
。
従
っ
て
こ

の
意
味
仁
お
い
て
は
、
印
私
，
小
貫
相
場
の
結
調
的
高
台
ぜ
い
ふ
意
味
に
お
い
て
は
、
そ
れ
は
何
等
小
貰
相
場
の
標

準
を
一
不
す
も
の
で
は
な
い
。
同
業
組
合
じ
よ
る
債
格
の
協
定
は
、
一
見
し
允
ゐ
ぜ
こ
み
、
ヵ
U

Y

F

ア
山
げ
の
潤
占
債
格

の
様
に
も
思
は
れ
る
が
、
併
し
京
都
市
の
米
の
小
貰
に
閲
す
る
限
り
は
、
賓
際
に
お
い
て
カ
ケ
7

Y
慣
格
の
買
質

を
有
し
て
ゐ
な
い
こ
さ
は
、
ニ
れ
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
ら
う
。

然
ら
ば
標
準
相
場
は
全
〈
無
意
味
か
ご
云
ふ
に
、
決
し
て
き
う
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
る
ほ
ざ
絶
調
的
の
高
さ

の
標
準
ぢ
は
な
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
併
し
撞
動
の
相
調
的
の
大
き
を
指
示
す
る
意
味
に
お
い
て
、
存
在
の
理
由
を

有
し
て
ゐ
る
。
何
さ
な
れ
ば
、
市
内
の
小
責
商
は
、
債
格
の
高
さ
こ
そ
こ
の
標
準
に
は
擦
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
債

格
の
時
現
夏
は
、
主
ご
し
て
組
合
の
『
標
準
直
段
』
の
麗
夏
仁
準
醸
し
て
、
之
を
賀
行
し
っ
、
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
ぞ

れ
故
に
今
日
の
賓
際
に
お
け
る
標
準
相
場
の
意
義
は
、
高
さ
を
指
示
す
る
絶
封
的
標
準
注
し
て
で
な
く
、
盛
夏
山

時
期
さ
程
度
ざ
を
指
示
す
る
相
調
的
標
準
ざ
し
て
の
み
、
そ
の
意
義
を
認
め
ら
る
ぺ
き
も
の
で
ゐ
る
。

い
ま
大
正
十
四
年
以
後
に
お
け
る
標
準
小
責
相
場
の
鐘
動
を
示
せ
ば
衣
の
如
く
で
ゐ
る
。

三
九
五

銑

宛

京
都
市
に
お
け
る
米
自
小
賓
相
場
に
ヨ
い
て

第
三
十
一
巻

第
三
務

凡
乞，. 
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説

苑

京
都
市
に
担
け
る
米
の
小
資
相
場
に
ヲ
い
で

一一一
市
内
小
買
相
場

市
内
に
散
在
す
る
白
米
小
責
商
が
、

第
三
十
一
巻

九
A 

消
費
者
に
供
給
す
る
現
賓
の
小
責
債
格
は
、

小
責
庄
の
異
な
る
に
従
っ
て

第

披

-1L 
O 

多
少
の
相
違
ゐ
る
を
見
れ
な
い
。
い
ま
京
都
市
内
の
各
匝
に
わ
た
る
大
つ
の
小
責
商
に
つ
い
て
、

期
の
毎
月
十
六
日
現
在
の
小
責
相
場
を
示
せ
ば
、
失
の
如
く
各
々
相
違
す
る
の
を
見
る
。

市
内
小
寅
相
場
の
比
較
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け
れ
ど
も
市
内
小
貰
相
場
が
、
か
く
の
如
〈
各
底
に
よ
っ
て
相
違
す
る
こ
ど
は
、
必
や
し
も
或
る
庖
が
高
値
で

あ
り
、
他
の
底
が
安
値
で
あ
る
こ
ご
を
示
す
も
の
ご
は
限
ら
な
い
。
ま
た
必
?
し
も
或
る
庖
が
高
利
を
む
き
ぼ
り

他
の
唐
が
低
利
じ
甘
ん
十
る
こ
さ
を
示
せ
る
も
の
で
も
な
い
。
何
故
か
ざ
い
ふ
仁
、
ぞ
の
主
要
な
理
由
は
、
等
し

く
上
米
・
中
米
・
下
米
さ
耕
す
る
も
、
そ
の
内
容
は
各
百
に
よ
っ
て
異
な
る
か
ら
で
あ
る
。

今
日
の
白
米
小
責
商
に
お
い
て
は
、
一
定
の
銘
柄
・
等
経
の
も
の
(
例
へ
ば
山
城
赤
三
等
)
を
、
単
一
の
ま
、
白

米
ざ
し
て
寅
り
出
す
こ
さ
は
殆
ん
ざ
な
〈
、
ぞ
の
大
部
分
は
敷
揮
の
銘
柄
・
等
級
を
惜
米
せ
る
も
の
で
あ
る
。
混
米

包
は
必
や
し
も
粗
悪
米
の
相
出
入
を
意
味
す
る

b
の
で
は
な
い
。
一
万
来
米
は
品
種
ま
た
は
産
地
じ
よ
っ
て
、
著
し
く

V
¥
A
'
z
r
F
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A
t
f
h

主
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、
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ト
h
h
η
J
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1
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T
¥
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守
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u
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d

E
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E

P
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-
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h

F

J
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h

v

zqEz--相
支
J
d一

E
I
2
0
稲

作

材

U
.
4
A
E
L
U
で

t
毛

σι
畑

Mm，
~
ど
い
ト
四
時
制
叩

U
}
時
以
仁
和
誼
花
る
も
汁
凡
寸
花

る
。
ま
た
之
を
消
費
者
の
側
仁
つ
い
て
見
る
も
、
米
仁
劃
す
る
各
家
庭
の
晴
好
に
は
、
そ
れ
ん
¥
相
違
あ
る
の
み

な
ら
子
、
こ
の
噌
好
は
ま
た
、
時
の
経
過
さ
共
に
衣
第
に
麗
還
す
る
ち
の
で
あ
る
。
(
例
へ
ば
閥
西
で
は
従
来
、
大

粒
の
硬
質
米
が
喜
ば
れ
た
が
、
最
近
で
は
次
第
に
小
粒
の
軟
質
米
に
轄
じ
っ
、
あ
る
さ
言
ふ
。
)
そ
こ
で
小
責
商
ざ

し
て
は
そ
の
土
地
ま
た
は
家
庭
の
噌
好
を
巧
み
じ
捉
へ
て
之
巳
週
醸
せ
れ
ば
な
ら
子
、
他
方
仁
各
種
の
正
米
原
債

を
考
へ
合
せ
て
、
数
種
の
米
を
混
合
す
る
の
必
要
に
逸
ら
れ
る
。
混
米
は
今
日
で
は
、
精
米
さ
共
に
、
小
貰
商
の

重
要
な
る
技
術
的
要
素
ざ
な
っ
て
ゐ
る
。
言
は
Y
小
貰
商
は
、
或
る
意
味
に
お
い
て
、
島
わ
い
動
あ
い
引
い
か
わ
も

の
で
あ
る
。

市
内
相
場
は
此
の
如
〈
各
居
に
よ
っ
て
相
蓮
す
る
か
ら
、
最
密
な
意
味
に
お
け
る
そ
の
計
款
を
得
る
こ
さ
は
容

易
で
な
い
。
京
都
商
工
曾
議
所
か
ら
稜
表
さ
れ
る
コ
尽
都
小
買
物
憤
表
し
に
あ
る
白
米
相
場
は
、
最
近
で
は

(
昭
和

設

苑

京
都
市
に
和
け
る
米
自
小
責
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

=
一
九
九

第

披

九



設

苑

京
都
市
に
お
け
る
米
の
小
費
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

四
O
O

四
年
十
二
月
以
降
)

前
掲
第
二
表
六
居
の
平
均
を
ご
り
つ
、
あ
る
が
、
ぞ
れ
以
前
は
、

二
底
よ
り
徴
し
た
も
の
で
あ
る
。

第
三
競

カム

信
頼
す
ぺ
き
市
内
小
賀
商

吾
々
の
利
用
し
う
る
市
内
小
貫
相
場
の
費
料
注
し
て
は
、

こ
れ
以
外
じ
求
む
る

こ
さ
は
、

悶
難
で
あ
る
。

十 十 十 九 八 七 六 五 四三ニ一

月月月月月月月月月月)~ JI 

今
こ
れ
に
よ
っ
て
大
正
十
年
目
家
の
獲
動
を
示
せ
ば
究
の
如
く
で
ゐ
る
。

市
内
小
買
相
場
の
麗
動
s
ハ
内
地
一
等
白
米
、
毎
月
十
六
日
現
在
、
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車
昭
和
二
年
五
月
以
前
は
、

一
一
位
の
償
格
に
換
算
せ
る
も
の
で
あ
る
。

四

公
設
小
責
相
場

※ 

ユ-一、コ
一=一、ロ

ニ豆、ロ
ニニ.回

一一ニ」ハ
ニ一一、六
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公
設
小
寅
市
場
は
現
在
京
都
市
内
に
九
ケ
所
あ
ち
、
こ
れ
に
中
央
卸
買
市
場
附
麗
の
小
責
頁
庖
ニ
ヶ
所
を
加
へ

て
.
十
一
ケ
所
の
小
貰
市
場
は
、
直
接
に
京
都
市
市
場
課
の
統
制
の
下
に
あ
り
、
そ
の
小
頁
相
場
は
、
各
市
場
ご

も
・
均
一
相
場
を
も
っ
て
し
、
市
場
課
に
よ
っ
て
金
〈
天
降
り
的
に
指
定
丸
、
る
、
債
格
を
も
っ
て
販
貰
し
っ
、
ぁ

る
CI 

在
設
小
貰
市
場
は
現
在
京
都
市
内
に
六
十
一
E

ケ
所
(
開
設
準
備
中
の
も
の
も
加
へ
て
)
あ
り
、
そ
の
中
二
十
八
ケ

所

rげ
は
、
会
設
市
場
さ
聯
合
し
て
‘
市
場
聯
合
舎
を
組
織
し
、
会
設
市
場
の
指
定
相
場
を
そ
の
ま
、
、
在
設
市

場
に
も
適
用
せ
し
ゅ
ん
ぜ
努
め
っ
、
あ
る
。
従
っ
て
公
設
小
貰
相
場
は
、
大
韓
に
お
い
て
、
在
設
市
場
の
主
要
な

る
も
の
仁
も
桁
は
る
h

傾
向
に
わ
ゐ
。

円
借
設
小
寅
相
場
は
、
市
場
課
じ
お
い
て
自
由
に
決
定
し
て
指
示
し
う
る
も
の
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
此
の
場
合
に

も
、
正
米
相
場
の
麗
動
が
基
礎
さ
な
る
こ
さ
言
ふ
ま
で
も
な
い
。
そ
の
計
算
の
基
礎
は
、
お
よ
そ
衣
の
如
く
に
行

は
れ
る
さ
言
ふ
。
郎
ち
玄
米
原
債
に
掲
ぺ
り
五
分
さ
利
盆
四
分
を
見
込
み
、
之
に
倉
敷
・
蓮
賃
そ
の
他
の
費
用
一

石
に
つ
き
一
闘
を
加
算
す
る
。
例
へ
ば
昭
和
五
年
六
月
十
六
日
の
指
定
相
場
は
、
優
等
米
ご
財
二
十
三
銭
五
麗
じ

鍾
更
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
前
々
日
の
正
米
相
場
同
格
米
二
十
八
固
九
十
銭
に
も
ぎ
づ
き
、

-
苛
を
七
合

一
勺
ざ
し
て
失
の
如
く
計
算
さ
れ
る
。

描

(
凶
∞

u
o
x
-
-
S
+
5
0
)
X
4
-
H
H
M
N
U
0
4
u
こ
れ
を
繰
り
上
げ
て
一
升
二
十
三
銭
玉
厘
ず
」
せ
る
も
の
で
あ
る
。

.
い
ま
大
正
十
四
年
以
来
の
指
定
債
格
の
麺
更
を
示
せ
ば
、
究
の
如
く
で
あ
る
。

会
設
小
貰
相
場
の
麗
乱

第
四
表

(
白
米
一
班
、
健
単
位
〉

説

第
三
十
一
巻

苑

京
都
市
に
お
け
る
米
白
小
費
相
場
に
つ
い
て

第
三
就

九
三

四
0 

4) 京都市市場課の原告草による。
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説

京
都
市
に
お
け
る
米
自
小
資
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

四
O
四

第
三
披

苑

五

小
貰
相
場
の
構
成

九
六

以
上
三
種
の
小
貰
相
場
に
つ
い
て
、
ぞ
の
各
々
の
静
藤
お
よ
び
動
鵡
を
別
々
に
見
て
来
た
。
然
ら
ば
咽
}
れ
ら
三

種
の
小
買
相
場
が
、
か
く
の
如
く
各
々
相
違
す
る
の
は
何
故
か
さ
い
ふ
仁
、
ぞ
れ
は
要
す
る
じ
、
各
々
の
小
貫
相

場
セ
構
成
す
る
諸
要
素
に
劃
す
る
評
慣
を
異
に
す
る
か
ら
来
る
も
の
で
あ
る
。
そ
叩
}
で
次
の
問
題
は
、
こ
れ
ら
小

寅
相
場
の
構
成
議
要
素
に
立
入
っ
て
、
更
に
詳
細
に
観
嬬
す
る
に
あ
る
。

(
一
)
正
氷
原
個
。
小
賓
商
HF
玄
米
側
商
よ
h
買
入
る
、
正
米
原
慣
は
、
銘
柄
、
粒
祖
、
等
秘
じ
よ
づ
て
異

な
る
は
勿
論
.
同
じ
も
D
で
も
原
債
は
日
々
に
麓
動
し
、
同
じ
時
に
お
い
て
も
仕
入
先
に
よ
っ
て
、
多
少
の
相
違

え
る
を
免
れ
な
い
。
小
貫
商
は
、
混
米
技
術
上
の
要
求
さ
正
米
時
債
ご
を
封
照
し
て
、
最
も
有
利
な
仕
入
を
な
す

ぺ
く
努
め
っ
、
あ
る
が
、
こ
の
外
に
、
仕
入
方
法
の
相
違
に
よ
っ
て
も
、
原
債
の
上
に
少
な
か
ら
ざ
る
相
遣
を
来

た
す
も
の
で
あ
る
。
取
引
方
法
を
評
論
す
る
の
は
営
面
の
問
題
で
は
な
い
が
、
例
へ
ば
費
カ
豊
富
な
小
寅
商
人
が

ヂ
キ
ハ
イ

大
限
の
仲
介
者
を
介
し
、
ま
た
は
未
着
米
を
『
レ

l
y
買
ひ
』
し
て
、
宜
配
せ
し
め
て
現
金
仕
入
を
な
す
場
合
さ
、

問
屋
の
資
力
に
依
存
す
る
小
貰
商
人
が
、
言
ふ
が
ま
、
の
健
件
で
問
屋
の
註
文
ざ
り
に
臆
じ
、
支
榔
を
延
滞
す
る

が
加
き
場
合
ご
に
よ
っ
て
、
同
も
じ
の
、
仕
入
原
債
で
も
、
大
な
る
相
違
を
示
す
こ
さ
あ
る
ぺ
き
は
、
言
ふ
ま
で

4
8
F
E
e

、。

J'''lu・

貨
車
出
し
賃
、
手
数
料
、
水
上
げ
賃
。
有
力
な
る
小
貰
商
が
『
ν
1
Y
買
ひ
』
乞
す
る
場
合
に
は
、
貨
車

か
ら
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
へ
の
貨
車
出
し
賃
さ
蓮
遣
手
数
料
(
雨
者
合
し
て
一
俵
じ
っ
き
三
銭
)
さ
を
負
措
す
る

rり

r-旬、

一一、-'



で
直
も
に
白
眉
へ
直
配
さ
せ
る
こ
さ
が
出
来
る
。
倉
庫
在
品
を
正
米
商
か
ら
仕
入
れ
る
場
合
仁
は
、
水
ゐ
げ
賃
(
貨

車
出
し
賃
さ
手
敷
料
さ
庫
入
賃
さ
を
合
む
。
一
俵
じ
っ
き
五
銀
を
普
通
さ
す
る
。
)
は
正
米
商
の
負
揮
さ
な
る
か
ら

仕
入
原
債
は
そ
れ
だ
け
高
く
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
ら
の
艦
費
は
、
勢
賃
h
z
差
引
い
て
、
倉
庫
曾
祉
の
牧
入
さ

作
U
F
e
Q
O

〆'‘、

一一一、、./

倉
敷
料
。

玄
米
着
騨
の
後
、
小
貰
商
人
に
配
達
さ
る
、
ま
で
の
聞
は
、
倉
庫
舎
枇
の
保
管
に
依
頼
す

る
こ
芝
、
‘
な
る
が
、
こ
れ
に
劃
す
る
倉
敷
料
(
従
来
一
ヶ
月
一
俵
五
銭
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
五
年
五
月
一
日
よ
り
四

銭
五
庫
に
値
下
げ
し
た
)
は
、
京
都
の
商
習
慣
ご
し
て
、
一
ク
月
以
内
の
場
合
の
「
敷
』
は
小
責
商
の
負
婚
ざ
し
、

ニ
ヲ
月
刊
制
上
に
わ
わ
ん
る
『
軍
慰
』
は
、
す
べ
て
玄
米
商
人
の
一
負
櫓
三
な
る
こ
ご
、
な
っ
て
ゐ
る
U

小
買
'
聞
か
「

ν
!

と
貝
ひ
』
を
し
て
、
直
配
さ
せ
る
場
合
に
は
、
倉
敷
料
、
水
上
げ
貨
は
節
約
ち
れ
、
た
Y
前
辿
の
貨
車
出
し
賃
お

よ
び
手
数
料
の
み
を
負
擢
す
れ
ば
足
る
。

(
四
)
市
内
運
搬
費
。
倉
庫
か
ら
小
質
商
-
へ
の
玄
米
運
搬
費
(
平
均
一
俵
約
八
銭
)
さ
.
小
貰
商
か
ら
消
費
者

へ
の
白
米
配
謹
費
ど
守
合
h
u
o
-
』
れ
ぷ
就
て
は
究
節
に
詳
論
す
る
こ
ご
、
す
る
。

(
五
)
精
米
賃
料
ω

今
日
で
は
殆
ん
ど
大
部
分
の
小
貰
商
は
、
自
家
精
米
を
な
し
っ
、
あ
る
か
ら
、
精
米
に

要
す
る
賃
料
は
特
別
に
支
挽
ふ
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
勢
費
は
一
冨
ふ
ま
で
も
な
く
小
寅
商
の
負
措
に
属
す
る
e

け
れ
ど
も
こ
の
勢
費
は
、
精
米
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
糟
ご
粉
米
に
よ
っ
て
、
ほ
vs

相
殺
で
き
る
も
の
さ
考
へ
ら
れ

る
。
玄
米
約
十
二
俵
を
精
米
し
て
糟
一
俵
(
五
斗
五
升
)
ご
粉
米
三
升
五
会
を
得
る
ぜ
す
れ
ば
、
南
者
の
時
債
約
一

固
八
十
鐙
ご
し
、
玄
米
一
俵
営
り
お
よ
ぞ
十
五
銭
の
副
枚
入
ぎ
な
る
。
こ
れ
は
ほ
Y
精
米
の
持
費
を
償
ふ
ち
の
さ

設
い
苑

京
都
市
に
お
け
る
米
の
小
責
相
場
に
づ
い
て

第
三
十
一
巻

四
O
五

第
三
就

九
七
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苑

京
都
市
に
お
け
る
米
の
小
貫
柑
場
に
つ
い
て

第
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十
一
巻

四

O
六

第

由主

ju 
y、

見
る
こ
さ
が
出
来
る
。
精
米
の
技
術
は
、
最
近
じ
至
り
摩
擦
法
の
普
及
芝
、
も
に
、
著
し
く
改
善
せ
ら
れ
、
無
砂

米
、
臨
芽
米
、
半
掲
米
等
々
工
夫
せ
ら
れ
て
、
精
米
は
混
米
さ
共
に
、
小
貫
商
に
お
け
る
重
要
な
る
技
術
的
要
素

を
な
し
て
ゐ
る
。

(
大
)
掲
べ
り
。
掲
ぺ
λ

リ
は
米
の
品
種
、
等
級
、
精
米
の
程
度
、
時
期
に
よ
っ
て
相
違
ゐ
る
故
に
、
正
確
な

ゐ
計
敷
を
得
る
こ
ぜ
は
困
難
で
あ
る
。
普
通
玄
米
一
俵
を
五
六
研
乃
歪
ム
ハ

O
研
ご
し
、
之
を
精
米
す
る
ぜ
き
以
、

五
ニ
研
乃
翌
五
六
百
州
中
」
な
る
故
に
、
平
均
玉
川
汐
乃
至
八
%
の
崎
ぺ
り
あ
る
も
の
さ
見
ら
れ
る
。
之
を
如
何
に
見
積

る
か
じ
よ
っ
て
、
小
宮
厩
債
の
見
積
り
じ
大
な
る
相
違
を
生
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
諸
要
素
に
よ
っ
て
白
米
原
慣
が
構
成
さ
れ
る
。
こ
の
白
米
原
債
さ
貫
際
の
小
貰
相
場
さ
の
差
額
は
、
却

も
小
貰
利
得
ご
な
る
も
の
で
あ
る
が
、
併
し
小
貰
利
得
は
そ
の
ま
、
小
責
利
潤
さ
な
る
も
の
に
あ
ら
や
、
む
し
ろ

そ
の
少
な
か
ら
ざ
る
部
分
が
、
小
責
経
費
ざ
し
て
支
出
さ
れ
る
。
小
責
経
費
を
構
成
す
る
諸
要
素
は
、
得
意
廻
hノ

に
要
す
る
勢
賃
、
比
百
責
に
伴
ふ
利
子
、
貸
倒
れ
、
精
米
機
お
よ
び
底
舗
の
償
却
、
租
柱
、
内
部
経
費
等
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
す
ぺ
て
を
控
除
せ
る
蔑
徐
に
し
て
、
始
め
て
小
貰
の
純
利
潤
さ
な
ゐ
も
の
で
あ
る
つ
こ
れ
ら
の
諸
経
費

を
精
密
に
算
出
す
る
こ
さ
は
、
殆
ん
ど
不
可
能
で
め
る
か
ら
、
普
通
は
白
米
原
債
ご
小
買
相
場
ご
の
差
額
を
見
る

の
外
な
い
。
通
ぺ
来
れ
る
所
に
従
っ
て
、
計
算
を
試
み
る
な
白
ば
、
突
の
如
く
な
る
。
昭
和
五
年
六
月
二
十
日
の

標
準
小
寅
相
場
は
、
一
等
米
二
十
六
銭
玉
座
に
値
上
げ
さ
れ
た
が
、
前
日
の
正
米
相
場
は
、
同
格
米
(
山
城
赤
三

等
)
一
石
こ
十
九
回
三
十
銭
で
あ
る
か
ら
、
之
を
基
礎
注
し
て
算
出
す
れ
ば
、
掲
ぺ
り
最
少
五
十
大
軒
に
上
げ
る

感

怖

刷

協

裕

子
』
し
て
倉
敷
四
鏡
五
厘
、
運
賃
入
銀
ご
す
れ
ば
突
の
如
く
な
る
。
同
坦
ね
え
は
四
十
∞

H
M
】
国
之
を
標
準
小
買
相
場
の



一
等
米
二
十
六
銭
五
厘
に
比
す
れ
ば
二
割
五
分
の
利
得
さ
な
る
。
け
れ
ザ
」
も
質
際
の
市
内
小
貰
相
場
は
、
ニ
れ
よ

り
も
遁
か
に
低
い
か
ら
、
嘗
日
同
格
米
(
優
等
米
)
平
均
二
十
四
銭
玉
厘
ご
す
れ
ば
、
一
割
二
分
弱
の
刺
得
ぜ
な
る
仁

過
ぎ
子
、
こ
の
中
か
ら
、
得
意
廻
り
以
下
の
一
切
の
小
貰
経
費
を
支
耕
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
、
小
頁
商
の
純
利
潤

は
、
こ
れ
よ
り
も
準
か
同
低
位
に
あ
る
も
の
さ
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
且
又
こ
の
計
算
は
、
掲
べ
h
J
最
少
の
場
合
を

見
た
も
の
で
あ
る
。.1-

J、

市

内

運

搬

費

小
貰
相
場
に
臨
響
す
る
市
内
運
搬
の
聾
加
は
、
正
米
倉
庫
か
ら
小
賀
商
人
へ
の
玄
米
運
搬
艶

g
u
小
賀
商
人
か

ら
消
費
者
へ
の
白
米
配
謹
費
ご
の
こ
っ
そ
包
合
す
る
。

第
一
に
、
倉
庫
か
ら
小
貰
商
へ
の
市
内
蓮
搬
は
、
今
日
で
は
そ
の
七
八
割
ま
で
は
、
馬
車
に
よ
り
、
蔑
散
の
ニ

三
割
は
、
肩
曳
車
お
よ
び
貨
物
自
動
車
に
よ
る
。
こ
れ
ら
の
罵
搬
事
業
も
今
日
で
は
殆
ん
ピ
企
業
化
し
、
例
へ
ば

大
な
る
馬
車
屋
は
三
四
十
の
馬
ぜ
車
さ
を
準
備
し
、
馬
子
は
是
等
を
借
受
け
て
運
世
に
従
事
し
、
一
日
の
収
入
は

親
方
(
馬
車
屋
)
六
分
、
馬
子
四
分
の
割
合
に
分
割
す
る
。
ま
た
肩
曳
車
の
如
き
筒
軍
な
も
の
で
も
、
自
ら
車
を
所

有
す
る
勢
働
者
は
割
合
に
少
な
く
、
教
百
の
車
を
所
有
す
る
貸
車
産
(
多
く
は
車
製
造
人
)
か
ら
、

十
銭
乃
至
三
国
の
賃
料
を
出
し
て
借
り
来
れ
る
も
の
で
あ
る
。

一
ク
月
二
国
王

貸
物
自
動
車
に
よ
る
運
搬
は
最
近
増
加
の
傾
向
に
あ
る
が
、
併
し
近
き
舟
京
市
に
お
い
て
、
す
ぺ
て
が
之
に
よ
っ

て
匪
倒
さ
れ
る
も
の
さ
は
恩
は
れ
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
、
元
来
米
の
小
貰
商
は
、
主
要
街
路
に
大
規
模
の
庖
舗
を

説

苑

京
都
市
に
お
け
る
米
自
小
賀
相
場
に
づ
い
て

第
三
十
一
巻

四
O
七

第
三
務

九
:fu 
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四
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八

第

務

一0
0

有
す
る
も
の
は
寧
ろ
稀
で
あ
っ
て
、
多
く
は
横
町
裏
町
の
狭
き
符
路
に
面
し
て
ゐ
る
か
ら
、
貨
物
自
動
車
に
よ
っ
て

戸
口
か
ら
戸
口
へ
の
運
搬
を
な
し
得
玄
る
も
の
が
少
〈
な
い
。
こ
れ
ら
の
小
責
商
に
費
し
て
は
、
肩
曳
車
に
よ
る

か
、
若
く
は
少
く
さ
も
馬
車
に
よ
る
必
要
が
ゐ
る
か
ら
で
あ
る
。
更
に
ま
た
馬
車
の
便
利
な
る
所
以
は
、
ぞ
の
積

載
量
二
十
五
俵
が
、
多
〈
の
小
責
商
に
お
げ
る
一
回
の
仕
入
車
位
さ
一
致
す
る
か
ら
で
あ
る
。
小
規
模
の
小
責
商

に
わ
っ
て
は
、
よ
り
小
口
の
仕
入
を
な
す
こ
さ
も
少
な
か
ら
や
、
従
っ
て
積
載
量
十
俵
の
肩
曳
車
が
却
っ
て
便
利

世
」
さ
れ
る
こ
さ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
一
一
一
種
の
運
搬
機
関
を
異
に
す
る
に
従
勺
て
w

距
離
さ
運
賃
さ
の
関
係
を
周
到
じ
す
る
。
例
へ
ば
質
物
自
動

車
は
、
積
却
し
に
多
く
の
手
聞
を
要
す
る
け
れ
ど
も
、
距
離
の
遠
近
は
比
鞭
的
に
大
な
る
問
題
さ
な
ら
や
、
之
に

反
し
て
肩
曳
車
は
、
殆
ん
ぎ
全
〈
距
離
の
大
小
に
よ
っ
て
運
賃
を
決
定
す
ぺ
き
閥
係
に
あ
る
。
こ
の
市
内
蓮
賃
を

決
定
す
る
方
法
は
二
つ
あ
る
。
一
は
一
定
の
距
離
を
標
準
ざ
し
て
市
内
を
匡
劃
し
、
各
々
の
国
割
に
い
た
る
運
賃

を
規
定
す
る
匝
割
制
度
で
あ

b
、
他
は
個
々
の
小
貰
底
仁
至
る
蓮
賃
を
、
一
々
個
別
に
規
定
す
る
所
の
個
別
制
度

で
あ
る
。
二
保
騨
を
中
心
さ
す
る
諾
倉
庫
は
、
近
来
個
別
制
度
を
協
定
し
、
梅
小
路
騨
を
中
心
ざ
す
る
も
の
は
、

匝
劃
制
度
を
さ
b
っ
、
あ
る
。
い
ま
馬
車
を
標
準
さ
す
る
蓮
賃
を
示
せ
ば
最
低
一
俵
四
銭
よ
り
最
高
十
五
六
銭
に

お
よ
び
、
平
均
ほ
Y
入
品
慣
に
営
る
。

因
み
に
こ
の
市
内
運
賃
を
鐘
道
貨
車
便
(
貸
切
扱
)
に
よ
る
蓮
賃
さ
比
較
す
る
時
は
、
市
内
平
均
一
俵
約
八
載
の

蓮
賃
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
九

O
粁
を
運
び
得
ぺ
く
、
京
都
よ
り
明
石
附
近
ま
た
は
近
江
長
岡
附
近
ま
で
運
び
得
る

こ
芝
、
な
る
。
ま
た
ニ
俸
騨
よ
り
北
臼
川
ま
で
の
市
内
運
賃
一
俵
十
五
銭
は
、
貨
車
便
に
て
こ
四
五
粁
、
郎
ち
京



都
よ
り
岡
山
附
近
ま
た
は
誼
松
附
近
ま
で
、
運
迭
し
う
る
許
算
ご
な
る
。

第
二
に
、
小
責
商
か
ら
消
費
者
へ
の
白
米
配
謹
費
は
、
小
貰
艇
費
の
重
要
な
る
部
分
を
な
し
つ
?
あ
る
が
、
之

に
闘
す
る
精
密
な
る
計
数
含
う
る
こ
守
」
は
困
難
で
あ
る
。
け
れ
ざ
も
小
責
商
へ
の
玄
米
運
搬
に
比
す
れ
ば
、
極
め

て
少
量
づ
、
の
配
達
で
あ
る

rけ
、
ぞ
の
費
用
の
割
合
は
、
運
か
に
大
な
る
も
の
で
あ
る
。
普
通
小
貰
商
の
概
算

一
斗
営
り
各
々
五
銭
づ
、
、

一
俵
約
四
十
鎮
の
割
合
さ
見
る
。
之

す
る
ご
こ
ろ
で
は
、
註
文
さ
り
マ
」
配
蓮
さ
じ
、

に
従
へ
ば
、
玄
米
軍
撤
費
平
均
の
約
五
倍
に
営
る
ニ
工
、
な
る
。

L
L
 

小
貫
相
場
の
愛
動

い
ま
大
正
十
年
以
後
の
毎
月
央
に
お
け
る
各
種
小
貰
相
場
(
一
等
白
米
、
一
研
健
軍
位
に
換
算
)
を
ご
っ
て
、
之

を
闘
示
す
れ
ば
、
第
一
固
表
の
如
く
な
る
。
こ
れ
に
就
て
見
る
時
は
、
三
種
の
小
買
相
場
は
、
殆
ん
ど
一
致
せ
る

麗
動
を
示
し
て
ゐ
る
。
即
も
之
を
時
間
的
痩
勤
の
重
要
な
る
三
種
に
つ
い
て
見
る
じ
、

第
一
じ
、
趨
勢
的
躍
動
(
一
般
的
傾
向
)
は
、
こ
の
十
年
間
に
お
い
て
、
殆
ん
ざ
何
等
の
麗
動
を
も
龍
め
難
い
。

蓋
し
こ
の
期
聞
は
、
大
正
九
年
の
恐
慌
以
来
、
今
日
ま
で
縫
績
す
る
所
の
永
寝
的
不
況
の
時
代
で
あ
り
、

一
般
の

経
済
的
援
展
は
、
停
頓
し
っ
、
あ
う
た
時
代
で
あ
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

第
二
に
、
季
節
的
盤
動
の
存
す
る
こ
さ
は
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
何
れ
の
年
に
お
い
て
も
、
前
竿
に
低

く
後
半
に
高
く
な
っ
て
ゐ
る
。
け
れ
ど
も
之
に
閲
す
る
詳
細
の
研
究
は
、
後
に
卸
責
相
場
の
研
究
を
な
す
場
合
に

ゆ
づ
る
。
蓋
し
米
の
相
場
の
季
節
的
麗
勤
は
、
消
費
者
側
の
事
情
に
よ
る
よ
り
も
、
む
し
ろ
主
ご
し
て
生
産
者
側

設

苑

京
都
市
に
於
け
る
米
自
小
資
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
港

四
O
九
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場
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鐘
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一
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端

E
h
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マ

一

一

一
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一

申
辺
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l
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m岨
田

尚

一

-
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一

-
対
同
寸
l
M
判
一
対
同
↓
H
H明
一
対
同
↓
い
柑
-
U
月
間
↓
白
押
一
一
汗
同
↓
凶
刊
一
昌
吉
い
刊
一
一
昌
吉
国
持
一
回
目
ヨ
凶
何

対
同
↓
判

罰
百
川
何

• 
の
事
情
に
も
ご
っ
く
も
の
で
ゐ

h
、
従
っ
て
そ
れ
は
、
小
責
相
場
に
お
げ
る
よ
り
も
卸
責
相
場
に
お
い
て
、
よ
り

頴
著
な
特
徴
を
後
見
し
う
ぺ
〈
、
少
く
ご
も
雨
者
の
季
節
的
援
動
を
比
較
す
る
こ
ど
は
、
よ
り
興
味
あ
る
こ
ぎ
で

あ
る
さ
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。



第
三
に
.
循
環
運
動
は
こ
の
十
年
間
に
お
い
て
、
は
ず
一
回
の
循
環
を
な
し
て
ゐ
る
様
に
見
え
る
。
大
正
九
年

の
下
落
を

F

水
け
た
下
降
傾
向
は
、
十
年
の
三
四
月
に
お
い
て
庇
に
達
し
、
そ
の
後
は
十
年
下
竿
期
か
ら
十
一
年
上

竿
期
に
お
よ
ぶ
反
動
的
騰
貴
を
見
せ
て
は
ゐ
る
が
、
大
館
に
お
い

τ漸
騰
傾
向
を
さ
旬
、
十
四
年
八
月
に
至
っ
て

頂
勅
に
達
す
る
。
そ
れ
以
後
は
不
断
に
漸
落
傾
向
を
ど
っ
て
今
日
に
及
ぶ
。
従
っ
て
こ
の
十
年
間
乞
二
分
し
て
、

前
期
の
五
年
聞
は
騰
貴
傾
向
‘
後
期
の
五
年
聞
は
下
落
傾
向
を
ご
っ
て
ゐ
る
こ
ご
が
認
め
ら
れ
る
。

究
に
小
一
貫
相
場
鍾
勤
の
回
敷
を
見
る
た
め

ι、
麗
動
の
時
期
を
指
示
す
る
第
二
闘
表
を
作
成
し
た
。
之
に
つ
い

て
見
る
時
は
.
標
準
小
頁
相
場
も
公
設
小
寛
相
場
も
共
仁
、
藤
一
勤
の
回
数
の
比
較
的
に
少
レ
こ
さ
、
却
も
小
頁
相

場
の
安
定
性
一
炉
、
明
ら
か
に
認
め
ら
れ
る
。
取
引
所
に
お
け
る
清
算
米
相
場
は
n

一
臼
の
中
じ
十
軟
固
ま
た
は
駿

十
回
の
一
雄
勤
ゐ
り
、
正
米
相
場
即
ち
玄
米
卸
責
相
場
で
さ
へ
、
少
く
ご
も
日
々
に
捷
勤
し
っ
、
ゐ
ゐ
に
反
し
、
小

貫
相
場
は
卒
均
に
お
い
て
一
ヶ
年
十
四
回
骨
、
最
も
多
い
年
で
も
十
七
回
)
最
も
少
い
年
で
は
十
一
回
仁
過
ぎ
な

捷
勤
の
回
数
を
克
に
各
年
の
上
竿
期
さ
下
竿
期
に
分
け
て
見
る
時
は
、
著
し
い
掛
照
ぞ
認
め
る
こ
ぜ
が
出
来
る

第
二
国
表
お
よ
び
第
五
表
に
よ
っ
て
認
め
ら
る
、
如
〈
、
各
年
T
』
も
、
上
竿
期
じ
お
け
る
盤
勤
の
回
数
は
甚

r少

な
く
、
ム
ハ
ヶ
月
間
に
平
均
四
囲
内
外
に
す
ぎ
な
い
に
反
し
、
下
竿
期
に
お
い
て
は
卒
均
十
囲
内
外
に
・
お
よ
れ
向
。
而

し
て
上
竿
期
に
お
け
る
一
麓
更
は
.
『
上
げ
」
多
く
、
下
竿
期
に
お
け
る
そ
れ
は
、
最
初
に
「
上
げ
』
、
後
に
『
下
げ
』
の

傾
向
あ
る
こ
さ
、
各
年
に
わ
允
っ
て
認
め
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

説

苑

京
都
市
に
於
け
る
米
の
小
費
相
場
に
ヲ
い
て

第
三
十
一
巻

四

第
三
披
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設

京
都
市
に
於
け
る
米
自
小
費
相
場
に
ヲ
い
て

苑

第
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四

第
三
就

第
二
圃
表

小
責
相
場
の
麗
勤

(
ぞ
の
二
)

O 
四

o 
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昭
和
五
年



第
五
表

小
買
相
場
麓
動
の
回
数
(
内
地
一
等
白
米
)

模

昭

革廿

昭

手目

ロヌy." 

刑I

医J

Ug 

主況
を4・

，1;11 
計

平

均

第
三
に
、
同
一
相
場
の
持
績
す
る
日
教
を
見
る
時
は
ま
た
、
反
面
か
ら
ん
小
一
昨
和
一
砂
ん
い
hrhu骨
を
認
め
る
こ
さ
が

出
来
る
。
下
竿
期
の
如
く
詩
碑
動
の
頻
繁
な
る
場
合
じ
は
、
従
っ
て
同
一
相
場
の
持
讃
日
教
は
短
く
、
僅
か
に
一
一
問

日
に
し
て
麗
勤
し
て
ゐ
る
場
合
も
あ
る
が
、
之
に
反
し
て
上
竿
期
の
持
績
日
教
は
一
般
に
長
〈
、
最
長
百
二
十
日

(
昭
和
三
年
十
一
月
よ
り
昭
和
四
年
二
月
ま
で
)
に
及
ぷ
こ
巴
さ
へ
あ
る
。
こ
の
閥
係
は
次
の
表
に
よ
っ
て
看
取
す

大[
正!
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る
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。
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京
都
市
に
於
け
る
米
の
小
資
相
場
に
ワ
い
て

第
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十
一
巻

四

回

第
六
表

同

ヰ日
場
の
持
績
日
数
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寅
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一

。

八

小
責
相
場
の
異
同

，-‘、

一、-"

第
三
競

O ..... 

小
貰
相
場
の
債
位
の
高
低
を
ば
、
標
準
相
場
、
市
内
相
場
v

公
設
相
場
の
三
種
に
つ
い
て
比
較
す
る
時

は
、
前
掲
第
一
圃
表
に
示
き
る
が
如
〈
、
現
在
に
お
い
て
は
、
標
準
相
場
は
離
れ
て
高
く
、
市
内
相
場
に
比
し
一

好
に
つ
き
一
一
一
銭
玉
屋
、
一
公
設
相
場
に
つ
、
き
お
よ
そ
四
銭
の
高
値
に
ゐ
る
。

三前掲第一表および第四表に基いで算出ナ。6) 



何
故
に
標
準
相
場
が
か
〈
の
加
〈
高
値
に
あ
る
か
さ
い
ふ
に
、
第
一
に
、
京
都
米
穀
商
同
業
組
合
に
お
げ
る
標

準
米
の
格
付
は
、
市
内
小
貰
商
お
よ
び
公
設
市
場
の
そ
れ
に
比
し
て
.
ほ
?
一
格
の
上
に
あ
っ
て
、
例
へ
ば
前
者

の
一
等
米
格
は
、
後
者
の
優
等
米
(
す
し
米
)
格
に
相
営
す
る
か
ら
で
あ
る

d

他
の
一
竿
の
原
因
は
、
評
債
委
員
に

お
け
る
標
準
相
場
の
評
慣
が
、
す
で
に
遁
ぺ
た
る
如
〈
、
掲
ぺ
h
J
ぞ
の
他
の
傑
件
に
つ
き
、
寛
大
な
評
債
を
な
す

か
ら
で
あ
る
。

市
内
相
場
が
標
準
相
場
よ
り
も
遥
か
に
低
位
に
あ
る
の
は
、
恰
も
右
さ
反
劃
の
理
由
に
よ
る
の
で
あ
る
が
、
然

ら
ば
何
故
に
.
市
内
小
買
商
は
、
そ
の
建
米
の
標
準
を
引
下
げ
、
厳
密
な
採
算
を
た
て
、
、
標
準
相
場
よ

b
も
遁

か
に
低
位
に
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
か
さ
一
一
丙
ふ
に
、
-
}
の
原
因
♂
し
C
は
、
第
一
に
日
公
設
お
九
ω
花
設
市
場
の
売
制
、

第
二
に
一
般
鰹
梼
界
の
不
況
に
よ
る
泊
費
者
購
買
力
の
蹴
迭
を
考
へ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

公
設
市
場
仁
お
げ
る
建
米
は
、
市
内
小
貰
商
の
そ
れ
よ
h
も
劣
ら

5
る
に
拘
ら
や
、
現
在
に
お
い
て
は
常

じ
お
よ
そ
五
厘
程
度
の
低
位
を
示
し
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
種
々
の
理
由
に
よ
る
。
会
設
市
場
は
今
日
に
-
お
い
て
は
そ

の
創
設
営
時
に
お
け
る
が
如
き
、
世
曾
的
救
構
設
備
ご
し
て
Y
な
く
、
一
の
経
済
的
設
備
さ
し
て
存
在
す
る
か
ら
、

今
日
で
は
謂
は
ゆ
る
廉
貰
市
場
乞
な
す
も
の
で
は
な
い
。
け
れ
ざ
も
消
費
者
市
民
を
代
表
す
る
立
場
か
ら
、
市
場

に
劃
し
て
会
的
統
制
を
行
ふ
酷
は
、
今
日
さ
躍
も
何
等
異
な
る
も
の
で
は
な
い
。
米
の
標
準
建
米
を
決
定
し
、
そ

の
小
貰
債
格
を
指
定
す
る
が
如
き
郎
も
こ
れ
で
あ
る
。
会
設
市
場
相
場
が
多
少
の
低
位
に
あ
る
の
は
、
一
部
は
ニ

の
公
的
統
制
ざ
い
ふ
政
治
的
原
因
に
踊
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
る
。

け
れ
ど
も
そ
れ
は
軍
に
益
的
統
制
ぜ
い
ふ
政
治
的
原
因
に
の
み
師
せ
ら
る
ぺ
き
で
は
な
い
。
ヲ
ピ
ζ

に
は
ま
た
種

京
都
市
に
於
け
る
米
の
小
賓
相
場
に
つ
い
て

〆'‘、

一、d
説

苑

第
三
十
一
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四
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説

苑

第
三
十
一
巻

四

六

一O
凡

京

都

市

に

於

け

る

米

田

小

貰

相

場

に

ワ

い

て

第

三

就

々
の
経
済
的
原
因
も
あ
る
。
そ
の
第
一
は
現
金
主
義
の
励
行
に
あ
る
。
そ
れ
は
必
令
し
も
蟻
密
に
例
外
な
く
賀
行

さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
は
な
い
け
れ
ざ
も
、
併
し
市
内
小
責
商
が
掛
責
主
義
を
原
則
ご
す
る
の
さ
は
、
正
仁
一
劃
立
す

る
も
の
で
あ
る
。
現
金
主
義
が
資
本
の
回
股
を
迅
蓮
に
し
、
貸
倒
れ
を
な
く
す
る
こ
ぜ
に
よ
っ
て
、
買
.
債
を
引
下

げ
し
む
る
に
至
る
こ
さ
は
、
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

第
二
の
経
済
的
原
悶
は
、
応
舗
費
の
低
廉
仁
あ
る
。
元
本
市
米
の
小
買
の
如
き
利
潤
宰
の
低
い
商
業
で
は
、
底
舗

ぞ
の
他
の
設
備
に
大
な
る
費
本
を
間
定
さ
せ
る
こ
芯
は
不
可
能
で
あ
り
、
従
っ
て
普
通
の
小
賀
商
に
ゐ
っ
て
ち
、

市
町
の
巾
心
地
に
創
業
寸
ゐ
が
加
示
“
い

r
山
仏
、
殆
ん
J

と
見
5
4
1附
で
あ
る
が
、

b
h
p
i
t
-
m
F

圃

1
1
'
i

喜
一
誌
社
訪
ぃ
l
J
r
J
f
q
じ

<D 
相

の
創
業
国
定
費
以
、
殆
ん
ど
必
要
さ
せ
司
ざ
る
の
み
な
ら
子
、
貰
場
の
賃
貸
料
も
ま
た
、
市
内
居
舗
の
家
賃
に
比
し

て
低
廉
で
あ
る
。

第
三
の
原
因
は
、
販
買
量
の
大
な
る
黙
に
あ
る
。
今
日
普
通
の
小
責
商
の
販
責
量
は
、

一
ヶ
月
三
四
十
石
内
外

ぜ
」
推
算
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
会
設
市
場
の
そ
れ
は
卒
均
約
八
十
石
を
算
す
る
。
こ
さ
に
創
業
営
初
に
お
い
て
、
市
内

小
買
商
に
あ
っ
て
は
、
竿
年
乃
至
一
年
は
得
意
を
つ
〈
る
た
め
殆
ん
ザ
」
空
費
さ
れ
る
が
、
公
設
市
場
に
あ
っ
て
は

市
場
の
性
質
さ
信
用
に
よ
っ
て
、
最
初
か
ら
相
営
の
得
意
を
も
っ
こ
さ
が
出
来
る
。

以
上
三
種
の
小
買
相
場
の
債
位
に
つ
い
て
言
ふ
所
は
、
今
日
の
朕
態
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
か
、
る

閲
係
は
、
第
一
圃
表
に
よ
っ
て
認
め
ら
る
、
如
く
、
時
の
経
過
さ
共
に
麓
化
し
っ
、
あ
る
。
第
一
に
標
準
相
場
ご

市
内
相
場
ぜ
の
相
蓮
を
み
る
に
、
今
日
の
如
き
甚
だ
し
き
聞
き
は
、
昭
和
二
年
以
後
に
現
は
れ
た
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
以
前
に
は
雨
者
は
殆
ん
ざ
一
致
し
、
む
し
ろ
標
準
相
場
は
却
っ
て
下
走
る
の
傾
向
に
あ
っ
た
。
第
二
仁
、
恐

，.-.， 

一一一
、--



設
相
場
は
今
日
で
は
、
正
営
に
市
内
相
場
の
下
位
に
あ
る
が
、
昭
和
三
四
年
に
は
却
っ
て
高
値
に
わ

b
、
毛
れ
以

前
に
は
ま
た
、
甚
だ
し
く
下
佐
仁
あ
っ
た
。
之
を
市
内
相
場
か
ら
見
る
時
は
、
こ
れ
ま
で
標
準
相
場
を
中
心
に
動

い
て
ゐ
た
が
、
昭
和
二
年
の
下
落
嘗
時
以
後
は
、
む
し
ろ
会
設
相
場
を
中
心
ざ
し
て
動
く
こ
さ
、
も
な
っ
て
ゐ
る
。

丸，

小
一
買
相
場
の
関
係

~、、

一、、，ノ

三
種
の
小
責
相
場
は
、
ぞ
の
量
動
の
前
後
開
係
に
お
い
て
、
如
何
な
る
関
係
に
た
っ
か
、

前
後
開
係

先
走
る
も
の
ご
後
れ
る
も
の
、

ηノ

1
V
す
る
も
の
ざ
さ
れ
る
も
の
ど
の
関
係
如
何
は
、
第
二
国
表
仁
よ
っ
て
示
さ

れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
市
内
小
貫
相
場
は
.
ぞ
の
艶
動
の
附
期
J

智
正
確
に
知
L

リ
符
引
い
か
ら
、
ニ
凡
で
は
党
Y
標
準

相
場
芝
公
設
相
場
さ
の
比
較
を
な
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
。

大
正
十
四
年
以
後
の
費
動
に
つ
い
て
、
こ
の
閥
係
を
賠
検
す
る
さ
き
は
、
昭
和
三
年
に
お
け
る
多
少
の
例
外
を

除
い
て
、
次
の
原
則
を
認
め
る
こ
ご
が
出
来
る
。

一
、
上
昇
の
場
合
に
は
、
標
準
相
場
は
先
走
b
、
公
設
相
場
は
後
れ
て
上
日
升
す
る
。

二
、
下
降
の
場
合
に
は
、
昼
設
相
場
は
先
走
り
、
標
準
相
場
は
後
れ
て
下
降
す
る
。

、、

三
、
右
の
結
果
ざ
し
て
、
低
値
の
期
聞
は
公
設
相
場
に
お
い
て
よ
り
長
く
、
高
値
の
期
聞
は
標
準
相
場
に
お
い

、、

て
よ
り
長
い
ニ
ざ
、
な
っ
て
ゐ
る
。

右
の
諸
開
係
は
、
多
少
の
例
外
を
の
ぞ
き
、
各
年
に
わ
た
っ
て
ほ
Y
見
ら
る
、
所
で
あ
る
が
、
そ
の
最
も
典
型

的
に
現
は
れ
て
ゐ
る
昭
和
四
年
中
の
襲
動
を
圃
示
す
れ
ば
、
衣
の
如
く
で
あ
る
。

説

苑

京
都
市
に
於
げ
る
米
自
小
東
相
場
に
ヲ
い
て

第
三
十
一
審

四

七

第
三
都

一O
九



小貫相場鍾劃の比峻(昭和四年)第三園表

設

苑

京
都
市
に
於
け
る
米
の
小
寅
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

第
三
披

一一O

四

/¥. 

二
つ
の
小
買
相
場
が
、
か
く
の
如
き
麓
動
閥
係
を
一
不
し

て
ゐ
る
の
は
、
標
準
相
場
も
・
会
設
相
場
も
何
れ
も
そ
れ

ん
¥
の
立
場
に
お
い
て
、
ぞ
れ
自
ら
の
機
能
を
巣
し
っ
、

あ
る
こ
さ
を
、
貫
謹
し
て
ゐ
る
も
の
ご
見
る
こ
ご
が
出
来

る
o 

ヘ・
4

J

f

h

 

E
z
-
-
t
 

日
泊
四
れ
判

J

血
友

;
1
b
幸
?
戸

a
a
E
L
r
〉

宇
品
川

i
判
り
唱

F
i
不
正
1
z山口
σ

時
の
前
後
闘
係
か
ら
、
吾
々
は
三
つ
の
関
係
を
想
定
す
る

こ
さ
が
出
来
る

3

第
一
は
雨
者
の
聞
に
因
果
の
閥
係
が
あ

る
場
合
、
第
二
は
、
雨
者
の
聞
に
は
何
等
因
果
関
係
な
〈

雨
者
は
共
に
、
他
の
共
通
の
一
原
因
に
よ
っ
て
費
動
し
、

而
も
雨
者
は
全
く
濁
立
に
鐘
勤
し
、
た
Y
そ
の
現
は
る
』

時
期
に
前
後
の
相
違
あ
る
場
合
、
第
三
は
、
他
の
共
通
の

一
原
因
に
よ
っ
て
鍾
勤
し
な
が
ら
、
而
も
雨
者
の
聞
に
は

或
る
程
度
の
依
存
関
係
が
め
っ
て
、

に
向
う
て
麓
動
の
動
機
ま
た
は
機
曾
を
輿
ふ
る
こ
す
」
、
な

一
方
の
費
動
は
他
方

る
場
合
こ
れ
で
あ
る
。
而
し
て
現
賞
の
運
動
が
こ
れ
ら
の



. 

何
れ
に
属
す
る
か
は
、
統
計
的
資
料
か
ら
断
定
す
る
こ
ご
は
同
難
で
あ
り
、
他
の
賞
詩
的
研
究
に
よ
ら
ね
ば
な
ら

i9) 
0 

い
ま
吾
々
の
問
題
ざ
す
る
米
の
小
責
相
場
が
、
上
昇
期
に
お
い
て
は
標
準
相
場
が
先
走
h
ノ
、
下
降
期
に
お
い
て

は
公
設
相
場
が
先
走
る
さ
い
ふ
事
貫
に
つ
い
て
考
ふ
る
に
、
雨
者
の
聞
に
は
勿
論
右
の
第
一
の
場
合
の
如
き
因
果

関
係
は
存
在
せ
千
、
ま
た
第
二
の
場
合
の
如
き
、
雨
者
が
全
く
孤
立
の
閥
係
に
あ
る
も
の
で
も
な
い
。
ぞ
れ
は
第
三

の
場
合
の
如
く
、
他
の
共
通
の
原
因
に
よ
っ
て
勤
き
な
が
ら
、
而
も
互
に
相
牽
制
す
る
の
場
合
に
あ
た
る
。

第
一
に
こ
の
共
通
の
原
因
ざ
な
る
も
の
は
、
正
米
相
場
却
も
マ
一
米
卸
貰
相
場
の
麓
動
で
あ
る
。
三
種
の
小
貰
相

場
は
何
よ
り
も
先
づ
正
米
相
場
に
依
存
す
る
甲
』
さ
は
一
一
一
一
口
ふ
迄
も
な
い
。

第
二
に
市
内
小
責
相
場
は
、
主
ご
し
て
、
正
米
相
場
に
依
存
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
な
ほ
そ
の
盤
動
の
時
期

さ
程
度
に
お
い
て
、
標
準
小
貫
相
場
の
影
響
を
受
け
(
之
を
偲
り
に
相
封
的
影
響
ざ
い
ふ
)
、
ぞ
の
絶
劃
的
の
高
き

に
於
て
は
、
公
設
市
場
の
影
響
を
受
け
る
(
之
を
蝦
・
り
じ
絶
封
的
影
響
ざ
い
ふ
)
。

第
三
に
標
準
相
場
は
、
主
ご
し
て
正
米
相
場
に
依
存
し
な
が
ら
も
、
会
設
相
場
か
ら
相
掛
的
影
響
を
受
け
る
。

前
に
遮
ぺ
た
る
如
〈
、
下
降
期
に
お
い
て
、
公
設
市
場
に
追
随
し
て
標
準
相
場
の
下
る
傾
向
の
あ
る
の
は
即
も
是

で
あ
る
。

第
四
に
益
設
市
場
は
主
ざ
し
て
正
米
相
場
に
依
存
し
、
併
も
標
準
相
場
か
ら
相
掛
的
影
響
を
受
げ
る
。
前
に
堪

ぺ
た
る
如
く
、
上
昇
期
に
お
い
て
標
準
相
場
に

9
1
ド
さ
れ
つ
、
会
設
相
場
の
上
る
の
は
却
も
之
で
あ
る
。
是
等

の
闘
係
は
第
四
固
表
仁
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
(
県
線
は
組
制
剖
的
影
響
、
動
繰
は
相
調
的
影
響
を
示
J

9

)

。

設

苑

京
都
市
に
お
け
る
米
白
小
賓
相
場
に
つ
い
て

第
三
十
一
巻

四

:Iu 

第

銑



説

9s 

京
都
市
に
於
け
る
米
自
小
賀
相
場
に
つ
い
て

四

O 

. 

第
三
十
一
巻

第

~}}t 

か
〈
の
加
く
し
て
各
種
の
小
貰
相
場
は
相
互
に
牽
制
し
な
が
ら
ち
・
結

局
は
正
米
相
場
を
主
要
の
原
因
さ
し

τ鍾
勤
し
っ
、
あ
る
。
か
く
し
て
小

貰
相
場
の
研
究
は
、
必
然
に
卸
責
相
場
の
研
究
に
準
ま
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

雨
者
の
関
係
に
関
す
る
研
究
は
之
を
他
の
機
曾
に
ゆ
づ
る
こ
ご
、
す
る
。

『

Y
4
J

〆
，
二
、

「イf
言己

と
の
研
究
を
な
ナ
に
借
り
、
多
〈
の
使
宜
を
奥
へ
ら
れ
た
る
京
都
商
工
智
議
所
・
京

都
米
穀
商
同
業
組
合
、
京
都
市
市
場
謀
、
各
倉
庫
曾
枇
お
よ
び
多
数
回
白
米
小
賀
商
人
に
謝

し
て
、
深
〈
感
謝
の
意
を
表
ナ
。


